
-心の故郷に戻る-
福島第一原発 立ち入り禁止区域の次世代へ



中間貯蔵施設を知っていますか？



中間貯蔵施設とは

放射線汚染土壌を、2045年の最終処分まで一時的に貯蔵する施設



風景として
「見せるメモリアルプレイス」

汚染土壌
処理プロセス



敷地｜福島県 双葉郡 大熊町
( 中間貯蔵施設「大熊2・3工区」)

SITE

福島第一原発

※赤エリアは現在の立ち入り禁止区域



 自然と共に暮らす

人々と原発の共存

～1971 1971～2011

背景| 時と共に形成され、失われた 人と環境 (原発) の関わり

かつて町にも満たない
小さな村だった 大熊町は

農業により生活が営まれていた

1971年 東京電力により原発が建設。
インフラや町が整備され
原発は住民の働く場となった



https://rise-nippon.co.jp/report/228/

2011年3月 福島第一原発にて水素爆発が発生



背景| 時と共に形成され、失われた 人と環境 (原発) の関わり

移住を余儀なくされる人々



提案｜汚染土壌の処理プロセスを風景としてみせる



提案｜汚染土壌の処理プロセスを風景としてみせる

可視化

風景として
「見せるメモリアルプレイス」

汚染土壌
処理プロセス

被覆による汚染の隔離

雨水を収集
汚染と水の接触を防止

汚染耐性植物
浄化機能植物

地形

雨水

植物

汚染
土壌



設計手法｜「ブラウンフィールド再生」の技術を導入

ブラウンフィールド再生の技術とランドスケープシステムの概略図（参照図 by Zheng Xiaodi）

ブラウンフィールドとは、
「土壌汚染により本来の価値が失われた土地」

一般的に、使われなくなった製鉄所、化学工場、鉱山、採石場、鉄道用地、
ガソリンスタンド、埋立地、軍事用地、クリーニング店



提案｜風景として「みせるメモリアルプレイス」

①【安全性の確保】人が立ち入れること

②【メモリアル】土壌の貯蔵を風景として見せること



展望｜故郷を取り戻し、次の世代へつなぐ

過去の記憶を未来へ

負の遺産として扱われる「汚染土壌」を、人と原発の関わりから生まれた教訓として継承し
町の未来に向けて利用する

一度失われた 人と環境 の関わりを新しく構築を目指す。



設計手法 |汚染処理技術を用いたランドスケープの形成



具体的設計手法 |汚染処理技術を用いたランドスケープの形成

低濃度放射線汚染土壌

放射線量8000Bq/kg未満

高濃度放射線汚染土壌

放射線量8000Bq/kg以上

福島の放射線汚染土壌



高濃度放射線汚染土壌低濃度放射線汚染土壌

二つの異なる放射線レベルの汚染土壌の処理基準

遮水層なし
（雨水は汚染土壌を浸透した後、集水される）

遮水層あり
（雨水は汚染土壌と接触せずに集水される）

具体的設計手法 |汚染処理技術を用いたランドスケープの形成



低濃度放射線汚染土壌

汚染土壌処理の空間構成/技術

高濃度放射線汚染土壌

汚染土壌処理の空間構成/技術

具体的設計手法 |汚染処理技術を用いたランドスケープの形成



低濃度放射線汚染土壌

汚染土壌処理の空間構成/技術

高濃度放射線汚染土壌

汚染土壌処理の空間構成/技術

汚染処理技術の違い

具体的設計手法 |汚染処理技術を用いたランドスケープの形成



低濃度放射線汚染土壌

汚染土壌処理の空間構成/技術

高濃度放射線汚染土壌

汚染土壌処理の空間構成/技術

異なる土壌貯蔵の風景を生み出す

汚染処理技術の違い

植物による ⼟壌処理⾵景 雨水による⼟壌処理風景

具体的設計手法 |汚染処理技術を用いたランドスケープの形成



設計｜汚染土壌が生み出す風景



設計｜汚染土壌が生み出す風景

高濃度放射線汚染土壌低濃度放射線汚染土壌

植物による汚染⼟壌処理⾵景 雨水集水による汚染⼟壌処理⾵景

風景づくりの要となる汚染処理技術 風景づくりの要となる汚染処理技術

汚染土壌の放射能レベルで異なる風景



高濃度放射線汚染土壌低濃度放射線汚染土壌

植物による汚染⼟壌処理⾵景 雨水集水による汚染⼟壌処理⾵景

風景づくりの要となる汚染処理技術 風景づくりの要となる汚染処理技術

汚染土壌の放射能レベルで異なる風景

設計｜汚染土壌が生み出す風景



根の周りに汚染を固定
⾬や⾵による汚染の流出を防ぐ

植物による⼟壌の安定化
~ファイトスタビライゼーション~

汚染物質

設計 | 低濃度放射線汚染土壌

植物による⼟壌処理⾵景

低濃度放射線汚染土壌

要となる土壌処理技術

【ファイトスタビライゼーション植物】

低濃度放射線汚染土壌 貯蔵施設



設計 |植物による汚染処理プロセスを風景に 「低濃度放射線汚染土壌」

【樹木の碑】長期の時間軸
木の成長は年月の経過を物語り

汚染の減衰を感じさせる

【草花の碑】一年毎の時間軸
一年毎の花の開花サイクルは

汚染浄化の風景となる

時間経過により汚染物質の低減

セシウム137の半減期到来

【樹木の碑】

20452030



設計 |植物による汚染処理プロセスを風景に 「低濃度放射線汚染土壌」

時間経過により汚染物質の低減

セシウム137の半減期到来

20452030

【草花の碑】一年毎の時間軸
一年毎の花の開花サイクルは

汚染浄化の風景となる

【樹木の碑】長期の時間軸
木の成長は年月の経過を物語り

汚染の減衰を感じさせる

【草花の碑】



設計｜汚染土壌が生み出す風景

高濃度放射線汚染土壌低濃度放射線汚染土壌

植物による汚染⼟壌処理⾵景 雨水集水による汚染⼟壌処理⾵景

風景づくりの要となる汚染処理技術 風景づくりの要となる汚染処理技術

汚染土壌の放射能レベルで異なる風景



雨水による⼟壌処理風景

高濃度放射線汚染土壌

要となる土壌処理技術

⾬⽔

雨水の集水

防⽔層

設計 | 高濃度放射線汚染土壌

高濃度放射線汚染土壌 貯蔵施設



防水層が剥がされ、植物による浄化風景が始まる雨水を集水した水盤と草原風景

2030 2045 2075

30年を経て高汚染→低濃度に

セシウム137の半減期到来
殆ど汚染がなくなる時間経過により汚染物質の低減

設計 | 高濃度放射線汚染土壌

時間と共に汚染が減少し、切り替わる汚染処理と風景



風景の移り変わり
- 現状～2150年へ -



現状 
2024年



現況（2024）
-2045年まで⽴ち⼊り禁⽌の故郷-

５歳のわたしは、⼤震災のことを知らない。
おばあちゃんは「昔ここに私たちの故郷があったんだよ」と話す。わたしは想像できないけど、おばあちゃんは、いつも涙を流す。



提案後 
2030年



提案後（2030）
-帰ることができる故郷に--

いつも遠くから⾒るだけだけど、今⽇は中に⼊ることができた。
おばあちゃんは私を連れて、故郷に戻れることが本当に嬉しそうだった。



2030~2045

それからは、春になると家族で訪れ、
震災で亡くなったおじいちゃんを、花の景⾊で弔うのが恒例になった。
わたしは、海へ向かって、何度も何度もお祈りをした。



2030~2045

どこまでも広がる草原は、何も知らないわたしに、当時の事故の深刻さを教えてくれる。



セシウム137が半減期を迎える 
2045年



  2045年
-セシウムは半減期を迎え
⽴ち⼊れる場所が増える-

わたしは、娘と夫を連れてよくここに遊びに来る。
春になると⻩⾊い絨毯が広がる景⾊は、この辺りの名所になっている。
きっと、おばあちゃんも ⾃然溢れるこの光景を喜んでいるに違いない。



2045~

⽊々の成⻑とともに時が流れ



2150年



  2150年
-汚染土壌は浄化され
フィールドミュージアムとして次世代へと歩み始める-



かつての大熊町の風景は
事故を乗り越え

新しい世代により未来へと紡がれてゆく

2150年2000年



ご清聴ありがとうございました


